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リリース 7.1(6.250100)の既知の問題
このセクションでは、既知の問題について簡単に説明します。
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影響を受ける

最初のバー

ジョン

回避策説明不具合 ID

6.0(1.251030)1. Ubuntu NodeリリースページからGA ISO
をダウンロードし、ブート可能 USBまた
はリモート対応メディアを使用してイン

ストールします。

2. Ubuntu Security Poolから必要な 6.8.0-80
カーネルパッケージ（.debファイル）を

ダウンロードします。

3. すべての .debファイル(linux-image、
linux-headers、 linux-modules、

linux-modules-Extra、 linux-tools)をフォ
ルダに配置し、genisoimageや mkisofsな
どのツールを使用して ISOを作成します。

4. Ubuntuのインストール後に、サーバーに
ISOをマウントします。

5. dpkg -i X.debを使用してカーネルパッ

ケージをインストールします。

6. サーバーを再起動し、カーネルバージョ
ンが 6.8.0 ~ 80であることを確認します。

統合ネットワークカードが検出され、設定に

使用できるようになります。

Unified Edge
サーバーに

カーネルバー

ジョン6.8.0-71
の Ubuntu
24.04.3をイン
ストールする

と、統合ネッ

トワークカー

ド（ICEドラ
イバ）が検出

されず、ネッ

トワーク設定

と接続が妨げ

られます。こ

の問題は、

カーネル

6.8.0-71がこの
プラット

フォームの

NICの ICEド
ライバをサ

ポートしてい

ないために発

生します。
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https://releases.ubuntu.com/noble/
https://security.ubuntu.com/ubuntu/pool/main/l/linux/


影響を受ける

最初のバー

ジョン

回避策説明不具合 ID

6.0(1.251030)UEFIセキュア
ブートを備え

た RHEL 10.0
では、統合

ネットワーク

インターフェ

イスドライバ

（Intel ICEな
ど）は、公開

キーがマシン

所有者キー

（MOK）リス
トにない場

合、ロードに

失敗すること

があります。

これは、多く

の場合、

mok-dbエント

リが欠落して

いるように表

示されます。

CSCws31464
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影響を受ける

最初のバー

ジョン

回避策説明不具合 ID

RHELで公開キーファイル
intel-public-key-ace-ko.rsaを登録するには、

次の手順を実行します。

1. Public Keyを使用して、公開キーファイ
ルをダウンロードします。

2. ダウンロードしたファイルの内容を抽出

し、intel-public-key-ace-ko.rsaという

名前のキーファイルを見つけます。

3. intel-public-key-ace-ko.rsaファイル

を RHELオペレーティングシステムの
優先ディレクトリにコピー。

4. カスタム ISOを作成します。

1. vKVMの起動。

2. 仮想メディア：イメージの作成をク
リックします。

3. intel-public-key-ICE-ko.rsaが配置

されているファイル/フォルダを選
択します。

4. 名前を指定して、カスタム ISOをダ
ウンロードします。

5. ISOをマウントし、.rsaファイルを
OSにコピーします。

5. ターミナルを開き、該当のディレクトリ

に移動してください：

1. RHELシステムの端末セッションを
開きます。

2. 作業ディレクトリを、キーファイル
が存在する場所に変更。

6. Mokuutilを使用して公開キーをインポー
トします：

1. 次のコマンドを実行して、キーをイ
ンポートしてください：

mokutil --import

既知の問題

4

既知の問題

リリース 7.1(6.250100)の既知の問題

https://www.intel.com/content/www/us/en/download/19630/864016/intel-network-adapter-driver-for-e810-series-devices-under-linux.html


影響を受ける

最初のバー

ジョン

回避策説明不具合 ID

intel-public-key-ice-ko.rs

2. プロンプトが表示されたら、キーを
登録するための安全なパスワードを

入力します。このパスワードは、そ

の後のリブートプロセスで必要にな

ります。

7. RHELホストを再起動して、マシン所有
者キー（MoK）の登録手順を開始しま
す。

8. 再起動時にマシン所有者キーを登録する

1. リブート時に、MoK管理画面にア
クセスするよう求められたら、任意

のキーを押します。

2. [MOKの登録（Enroll MOK）]を選
択します。

3. [続行（Continue）]を選択します。

4. [はい（Yes）]を選択、キーのイン
ポート手順で指定したパスワードを

入力します。

9. [Reboot]を選択します。

10. システムがオペレーティングシステム

で起動したら、イーサネットインター

フェイスが存在し、動作していることを

確認します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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